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ど
う
し
て
人
口
が
減
っ
た
ら
大
変

な
事
な
ん
だ
ろ
う
？
と
、
ふ
と
思
っ

た
。
調
べ
て
み
る
と
、行
政
・
民
間
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
労
働

者
、
病
院
、
学
校
、
町
の
税
収
、
企

業
の
売
上
が
減
り
、
リ
ス
ト
ラ
、
空

き
家
が
増
え
、
土
地
の
資
産
価
値
が

下
が
り
、
高
齢
者
の
支
援
者
が
い
な

く
な
り
、
老
後
も
働
か
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
ず
、
治
安
の
悪
化
な
ど
の

問
題
が
起
こ
る
ら
し
い
。

　

２
０
０
７
年
に
財
政
破
綻
し
た
北

海
道
夕
張
市
は
ま
さ
に
そ
の
通
り

だ
っ
た
。
１
９
６
０
年
の
人
口
が
約

11
万
6
千
人
か
ら
２
０
１
３
年
に
は

9
千
9
百
人
。
何
と
10
分
の
１
以
下
。

住
民
た
ち
は
全
国
最
低
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
全
国
最
高
の
市
民
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
小
・
中
学

校
の
統
廃
合
を
は
じ
め
、
図
書
館
、

集
会
所
な
ど
を
廃
止
。
市
立
の
総
合

病
院
を
診
療
所
に
変
更
。
市
民
税
を

法
律
上
の
上
限
ま
で
引
き
上
げ
。
中

種
子
町
の
総
人
口
、
１
９
６
０
年
は

１
９
３
２
１
人
、
２
０
１
８
年
で
は

8
０
４
０
人
（
6
月
末
）、
１
９
６
０

年
か
ら
何
と
58
％
も
の
減
少
。

　

な
に
や
ら
日
本
の
人
口
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
２
・
07
の
合
計

特
殊
出
生
率
（
以
下
、
出
生
率
）
が

必
要
と
い
う
。
現
在
6
月
の
時
点
で

1
・
43
。
こ
の
よ
う
に
人
口
減
少
は

全
国
的
に
み
て
、
も
う
歯
止
め
が
き

か
な
い
未
曾
有
の
現
象
で
は
な
い
だ

ろ
う
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
か
す
か
な
希
望
は
実

に
鹿
児
島
県
、
種
子
島
、
中
種
子
町

に
あ
っ
た
。
平
成
30
年
の
内
閣
府
の

発
表
で
、
中
種
子
町
の
出
生
率
が
平

成
28
年
は
２
・
00
で
全
国
25
位
。
1 

位
は
伊
仙
町
で
２
・
81
。
た
だ
し
、

死
亡
数
が
出
生
数
を
超
え
て
い
る
た

め
、
総
人
口
の
減
少
は
続
い
て
い
る

伊
仙
町
の
出
生
率
が
高
い
の
は
、
子

育
て
に
関
す
る
政
策
が
豊
富
な
た
め

だ
と
思
う
。
そ
の
内
容
の
一
部
は
、

子
育
て
世
代
向
け
住
宅
建
設
の
推
進

や
企
業
誘
致
、
保
育
料
無
料
化
、
不

妊
治
療
支
援
な
ど
を
は
じ
め
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
な
ど
。

　

さ
て
出
生
率
が
全
国
25
位
の
中
種

子
町
。
中
種
子
町
は
第
一
次
産
業
従

事
者
が
多
く
、
経
営
体
と
家
族
が
一

体
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
は

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て

い
る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
ま
た
伊
仙
町
の
取

り
組
み
は
い
い
目
安
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
劇
的
に
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
不
可
能
な
中
、
自
分
で

稼
い
で
家
族
が
子
育
て
で
き
る
中
種

子
町
は
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
れ
を
対
策
法

と
し
て
海
外
に
ま
で
輸
出
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
、
と
考
え
る
。（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 23）　中種子町の出生率

シーカヤック体験
第２回チャレンジ・キッズ

　

７
月
16
日
海
の
日
に
、
第
２

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
の
活

動
と
し
て
「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
海
で
の
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
海
上
荒
天

の
た
め
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
で

の
周
遊
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
折
、
小
雨
も
降
っ
て
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
お
か

ま
い
な
し
に
カ
ヤ
ッ
ク
を
一
生

懸
命
漕
ぎ
な
が
ら
、
カ
ヤ
ッ
ク

の
楽
し
み
方
を
学
び
、
種
子
島

の
雄
大
な
自
然
を
感
じ
る
体
験

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

第３回種子島農業実習
茨城県立水戸農業高校

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
７
日
ま

で
の
間
、
茨
城
県
立
水
戸
農
業

高
校
の
生
徒
16
人
に
よ
る
「
第

３
回
種
子
島
農
業
実
習
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
接
近
が
心
配
さ
れ
た
中
、

畜
産
を
始
め
普
通
作
、
園
芸
（
果

樹
、
花
き
）
の
町
内
６
農
家
の

お
宅
に
宿
泊
し
、
朝
か
ら
夕
方

ま
で
、
種
子
島
の
暑
い
夏
を
体

験
し
な
が
ら
各
農
家
で
実
習
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
習
だ
け
で
な
く
、

よ
い
ら
～
い
き
祭
り
の
道
中
踊

り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。


